
 

 

 
 

 

 

 

               

なるほどなっとくニュース 

２０１３年１０月１０日  No.３５ なっとくんの 

 世界
せ か い

の国々
くにぐに

が宇宙
うちゅう

（衛星
えいせい

通信
つうしん

）でつながっているのは知
し

っていても・・ 

なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館のホームページでダウンロードできます。 

 

  山口市
やまぐちし

仁
に

保
ほ

に行
い

くと、どこからでも見
み

える

２０基
き

ものパラボラアンテナ群
ぐん

（パラボラとは

放物
ほうぶつ

線
せん

のことです）。その一部
い ち ぶ

は公開
こうかい

されてい

て、敷地内
しきちない

には、現代
げんだい

社会
しゃかい

を支
ささ

える国際
こくさい

通信網
つうしんもう

の

しくみがわかる「KDDI パラボラ館
かん

」があります。

巨大
きょだい

なパラボラアンテナが、インド洋
よう

と太平
たいへい

洋上
ようじょう

の通信
つうしん

衛星
えいせい

の方に向
む

いています。 
 

（10/4 撮影） 
 

右奥のパラボラは３２ｍ。小さく見えま

すが、左のパラボラが３４ｍで最大です。 

 全世界の海底を光ケーブル網が通っていて、それが船によって設置されていま

す。浅いところでは、漁網や船のイカリなどで切れないように鉄線などで補強さ

れています。水深 500ｍまでは海底に埋めながら敷設するそうです。 

インマルサットは、船や飛行機などの移

動体通信、インテルサットは地上の施設と

の通信のこと。また、この場所はインド洋

上と太平洋上の衛星が見通せ、自然災害が

少ないなどの理由で選ばれたそうです。 

 役割
やくわり

を終
お

えた１基
き

は電波
で ん ぱ

望遠鏡
ぼうえんきょう

として利用
り よ う

されています。 

左は、出前授業のと

きに仁保中学校の校

舎から撮影したもの。

学校のすぐとなりが

通信センター。（9/24） 

画像の掲載は、KDDI 山口衛星通信センター（KDDI パラボラ館）の許可を得ています。 

 巨大なアンテナだけに目が行きがちですが、高

速通信網は衛星だけでなく主に海底の光ケーブ

ルが支えています。以前は同軸ケーブルでした。 

 両端はインマルサット衛星用、中央はインテルサット

衛星用。ちなみに左の２つはインド洋上、右は太平洋上

に向いています。衛星は赤道上空約 3 万 6000km。 

この３２ｍのパラボラは、国立天文

台と山口大学が KDDI と協力して電波

望遠鏡として活用しています。 

センター内で見かけた動植物 

キンモクセイ（金木犀）とツマグロヒョウモン

モん 

KDDI 山口衛星通信センター（KDDI パラボラ館）より 

県立山口博物館 

学校地域連携担当 


